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研究の要約
平成24年度の全国学力 ･学習状況調査の結果が発鼓された｡岡山も剛ま47都道府県中,
算数Aが45位,算数Bが46位であった｡全旭学力･学習状況調査で腐ることができる学
力は,学力の一部であるとはいえ,岡山県の子どもたちの学力の向上は喫緊の課題であるO
平成20年 1月 17日にrljされた中央教育称議会答申では,r教育内容に関する毛な改善
事項｣の萄頭に r言語活動の充実｣が挙げられた｡ しかしながら,授菜の中に言語活動を
取り入れるというかけ声だけでは学力の向上にはつながらない｡思考する活動と表現する
宿敵をつなぐことで,数学的な思考ノブ･表現力を帝成し,学力の向上を図ることができる
と考える｡算数科の授業で.r言語活動｣を生かした授業改H,=の方策を提案するO
ke),-words 言語情動の充実,pISA型読解九 数学的な思考^ ･表現)-J
1 岡山県の喫緊の喋溝 ｢学力向上｣
平成 24年8月20日の朝日新f甥で,平成 24年
度の全国学力 ･学習状況調査の結盟が発表され
たO剛山掛 ま47都道府的中,算数Aが 45位,
算数Bが46位であった｡ほぼ最下位である｡
全国学力 ･学習状況調査で図ることができる
学力は,学力の一部である｡ しかしながら,敬
値で明確に示された以上,岡山県の子どもたち
の学力の向上は喫緊の課題である｡
｢問題の読み取りでつまずいているのでは｣｢宿
題を工夫するなど,家庭でしっかり勉強できる
ような習慣づけが必要｣などのコメントも紙上
にあったが,学校に求められているのは何とい
っても日々の授業改善ではないだろうか｡まず,
授業改善の方向性について考えてみたい｡
2 ｢菖挿活動の充実｣の方向性
平成 20年 1月 17日に出された中央教育審議
会答申では,｢教育内容に関する主な改善叫項｣
の頒頭に,r言語活動の充実｣が挙げられ,各教
科等をf1-く重要な改番の視点であることが示き
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れた｡
平成 23年 10月には,文部科学省から ｢言語
活動の充実に関する指導事例集 (/｣､学校版】｣が
発行され,各教科等の指導事例が示された｡
なぜ ｢言語活動の充実jなのか?この方向性
が打ち出されることになった背見やねらいはど
こにあるのだろうか?
3 ｢富桔活動の充実｣の背景とねらい
(1)｢官幣活動の充実｣の背景
(ら ｢pISAショック｣で課題が顕在化
｢言語活動の充実｣の方向性が打ち出される
発端となる出来野は,平成 16年 12月の ｢PLSA
ショック｣であると考えられる｡PISA調査結果
が発表され,pISA2000では8位であった読解力
が,pISA2003では 14位と,OECD平均程度ま
で低下したのである｡ 順付が低下したことより
も注目すべきは,かかれたテキス トの意味を的
確によみとったり,自分の考えをもったり,目
的や場面などに応じて適切に表現したりするカ
に殊題が見られたことと,記述式問題に対する
未記入の多さである｡
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plsA型の読舶力は次のように定義されてい
る｡
pISA型読解力の定義
自らの目標を達成し,自らの知識と可能
性を発達させ.効果的に社会に参加するた
めに描かれたテキストを理解し,利用し,
熟考する能力｡
この場合の rテキスト｣とは.｢連続型テキス
ト｣と呼ばれている文革で表されたもの (物語,
解説,記録など)だけでなく.｢非連続型テキス
ト｣と呼ばれているデータを視党的に表現した
もの (図,地図,グラフなど)も含まれている｡
また,読む行為のプロセスとしては,単なる ｢テ
キス トの中の情報の取り出し｣だけではなく,
-アキかれた情報から推論 して.%味を理解する ｢テ
キス トの解釈｣,書かれた情報を自らの知職や経
験に位配づける ｢熟考 ･評価｣の3つの観点を
設定し,問題が構成されているO
つまり,テキス トを単に読むだけでなく,チ
キス トを利用したり,テキストに盛づいて自分
の意見を論じたりすることが求められているの
である｡また,｢非迎続型テキス ト｣は,まさに
弟教科で扱 う図,秦,グラフであり,論理的に
考えることは罪教科の目標でもあることから,
算数科においても,PtSA_JTB言鋤牢力につながる力
を育成することができると考える｡
｢ptsAショック｣以降,言語活動の充実の方
向性が打ち出されるまでの経綿を見てみたい｡
｢言語活動充実｣-の経紹
○平成 16年 12月 PTSA2003朋禿結果発表
rp【sAショック｣
読解力が OECD 平均程度の 14位に下落〔
○平成 17年2月 中央教育審議会審議要孤
r学習指導卓領の見直しに当たっての検討
裸題｣ 14項目の1つが ｢国語力の育成｣｡
｢国語力｣は ｢すべての教科の基本｣と位
置づけられた｡
○平成 17年 10月 中央教育審議会答申
｢新しい時代の義務教育を創造する｣
学習指澱要領の見直しと今岡的な学力調賓
の実施が決まる｡｢国語力はすべての教科の
基本となるものであり,その充実を図るこ
とが重要である｡｣と示された｡後に,学力
調秀のB問題は PISA型読解力を意托 した
活用力をみる間蝕となった丁,
○平成 19年8月 言語力育成協力者会議報告
｢言語力の育成方策について (軸宮啓一秦)｣
r言語力は,知織と経験,論理的思考,感
性 ･情緒等を基盤として,自らの考えを深
め,他者とコミュニケーションを行 うため
に言語を運用するのに必要な能力書であり,
｢言語力の育成を岡るためには,(中略)学
習指導要領の各教科等の見直しの検討に傑
し,知的活tBJに関すること,感性 ･情緒等
に関すること,他者とのコミュニケーショ
ンに関することに,特に留意すること｣な
どと提言｡
○平成 20年 ]月 rTj央教育審談会答申
r教育内容に関する主な改葬塾項｣の空経頭に,
｢言語活動の充実｣が挙げられたD
こうして見てくると,｢国語力｣- ｢言語力｣
- r言語括軌｣と言葉が変化しながら,国語科
で担うものというより.r各教科等を賢く重要な
改弾の視点｣と位倍づけられていったことが分
かるOこれ たでの日本の授潜では,PISA型読解
力∴つながる力を十分に育成することができて
いなかった↑｢PISA ショック｣で日本に突きつ
けられた課題を,｢言語活動の充実｣を過して解
決していこうという方向性を読み取ることがで
きる｡
②子どもたちの現状と肝属を受けて
内閣府の ｢低年齢少年の生活と意識に関する
調査報告書｣(平成 19年2月)によると,次の
ようなデータがある｡
内閣府調禿報告顎 (平成 I9年2月)データ
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O｢自分に自信がある｣小学/fp
平成 11年 56.4%
-平成 19年47.4% (9ポイントJ)
O｢自分に自信がある｣中学生
平成 lJ年4日%
-平成 J9年 29.0% (12.1ポイント1)
Or勉強や進学について悩みや心配輔があろj
ql学生
平成7年46.7%
-平成 19年 61.2% (14.5ポイント†)
Or友達や仲間のことで悩みや心配TJfがあるj
｢学生
平成7年8.1%
-平成 19年20.0% (ll,9ポイントr)
自分に自信がある子どもが減少していること,
勉強や進学に対して悩みや心紀岬を抱え,人間
関係をつくることが不得手である子ともが増加
していることが分かる｡
自分に自信がもてず,自らの将来や人間関係
に不安を抱えている子どもたちの現状を踏まえ
ると,言語活動を充実させることにより.自己,
他者等とかかわり対話しながら,自分-の白は
をもたせる必要があるのではないだろうか｡
中央教育手放会答申 (以後.平成20年答申)
では,言語の役割を次のように記述しているC
言語の役割 (平成20年答申)
言語は知的活動 (論理や思考)の韮姓で
あるとともに.コミュニケーションや感性
･情緒の基盤でもあり,豊かな心を育む上
でも,言語に関する能力を高めていくこと
が盃要である｡
自分の思いや考えをうまく伝えられない,也
者の思いをうまく受けlヒめられないことから友
達とトラブルになる子どもがいる｡言語はコミ
ュニケーションや感件 ･情緒の基盤であるD自
分や他者の感肺や思いを表現したり,受け止め
たりする語粂力や表現力を育成することが,人
問関係づくりの基本になるのではないだろうか｡
(2)｢菖括活動の充実｣のねらい
①思考力 ･判断力 ･表現力の育成
｢言語活動の充実｣のねらいは,思考力 ･判
断力･表現力の育成であると考える｡
平成 19年に一部改正された学校教育法に次の
ような記述がある｡
学校教育怯第30条第2項
生涯にわたり学習する基鮭が培われるよう,
基掛fJな知旅及び技能を習得させるとともに,
これらを活用して探題を解決するために必要
な思考九 判断九 表現力その他の能力をは
エム生,主体的に学習に取り組む傾度を礎う
こと～ ｡(下線 :繋者)
この中で,学力の電要な3つの要索が示され
ている｡①基礎的 ･基本的な知識 ･技能,②知
識 ･技能を活用して課題を解決するために必要
な思考力 ･判断力 ･表現力等,③主体的に学習
に取り組む態度,である｡これらの中でも,忠
考力 ･判断力 ･表現力が重要であると考える｡
平成20年答申によると,チビもたちが隼きる
21世紀は ｢知織基盤社会Jの時代と言われ,吹
のような特質があるという｡
r知織基盤社会｣の特質
① 知識には国境がなく,グローバル化が
-屑進む.
② 知識は日進月歩であり,競争と技術革
新が絶え間なく生まれる｡
③ 知識の進展は旧来のパラダイムの転換
を伴うことが多く,幅広い知織と柔軟な
思考力に感づく判断が-層塵要になる｡
① 性別や年齢を問わず参画することが促
進される｡ (下線 ･繋占~)
そして,｢このような社会において,自己if任
を果たし,他者と切瑳琢磨しつつ一定の役割を
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果たすためには,基礎的 ･基本的な知職 ･技能
の習得やそれらを活用 して課題を見出し,解決
するための思考力 ･判断力 ･表現力等が必要で
ある｡ しかも,知職 ･技能は陳腐化 しないよう
常に更新する必要がある｡生涯にわたって学ぶ
ことが求められてお り.学校教育はそのための
重要な基盤である｡｣(下線 :聾者)とある｡
つまり.｢知識塵盤社会｣では,知識 ･技能は
非常に重要なものであるが,｢陳腐化 しないよう
に常に更新する必要｣があり,｢生涯にわたって
学ぶこと｣が求められる,すなわち,｢学び続け
ること｣が求められていることになる｡その原
動力になるのが ｢思考力 ･判断力 ･表現力｣で
あると読み取ることができる｡
②数学的な思考力 ･表現力の育成
算数科,数学科については,その改善の毛木
方針として,次のように述べられている｡
算数科,数学科改善の基本 方 針
算数的活動 ･数学的活動を一層充実させ,
基礎的 ･基本的な知識 ･技能を確実に身に
付け,数学的な思考力 ･表現力を育て,学
ぶ意欲を高めるようにする｡
このことから,策教科の授業改啓に向けては,
算数的活動を一層充実させ,数学的な思考力 ･
表現力を育てることが重要であることが示 され
ている｡この ｢算数的活動｣という言葉は,辛
成 10年の小学校学習指導聾領の改訂から代われ
ているが,今乱 舞数的活動として,3つの例
が示された｡
策数的活動の 3つの例
① 具体物を用いて散見や図形についての
意味を理解する活動
② 知沌 ･技能を実際の場面で活用する活
動
③ 間越解決の方法を考え説明する活動
これら3つの うち,特に③については,思考
力･表現力重視の方向性を受け,新たに加えられ
たものだと考えられる｡
これまで,本文中では ｢思考力 ･判断力 ･表
現力｣という言葉を使ってきたが,算数科,敬
学科においては,判断力も思考力の中に入れ,｢思
考力 ･表現力｣とすることがある｡今後,本文
中では,主として ｢思考力 ･表現力｣とい う言
苑を使 うことにする｡
4 ｢冨措活動｣を取 り入れた授業
(1)｢菖精活動｣とは
｢言語活動｣というと,｢表現する活動｣とと
らえられる傾向がある｡言語活動を充実させる
には,授業の中に ｢説明する活動｣｢伝え合 う活
動｣｢詣 し合う活動｣等の表現する活動を取り入
れさえすればよい,という考えである｡
しかしながら,表現する活動には,｢何を表現
するのか｣という内容が伴 う｡算数科では,忠
考 したことを表現することになる｡思考と表現
は切 り離すことができない一体のものととらえ
るべきである｡表現する活動を充実させるには,
恕考する活動も充実させる必要がある｡
また,目で見える言語を扱 う活動にはさまざ
まなものがある｡話す ･聞く活動,かく活動.
よむ活動,である｡ どの活動も,思考力 ･表現
力につながる活動ととらえたい｡
tEに,言語活動を ｢対話｣とい う視点でとら
えると,｢対象との対話｣｢他者との対話｣｢R己
との対話｣という3つの様相が考えられる｡
図 1 ｢対話｣の3つの様相
(2)算数科で取 り入れたい r冨楕活動｣
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小学校学習指導要領解脱弟数編の第 3指導計
画の作成と内容の取扱い2の(2)に次のような記
述がある｡
軒数科の思考力 ･表現力を育成する活動
思考力,判断力,表現力等を育成するため.
各学年の内容の指漸 こ当たっては,言葉,数 1
式,図,表,グラフを用いて考えたり,鋭明し
たり,互いに自分の考えを表現し伝え合ったり
するなどの学習活動を棚極的に取り入れるよう
にすること｡(下線 :範者)
芽数科の授兼において.算数的活動を充実さ
せ,言薬,敬,式,図,塞,グラフなどのテキ
ス トを使いながら考えたり.説明したり.互い
に自分の考えを表現し伝え合ったりする活動を
取り入れることが,思考力 ･表現力を育成する
ことにつながると古かれている｡
葬数の授業ではさまざまな言語活動を取り入
れながら.｢自分の考えをもつ｣｢考えを伝え合
い話し合う｣｢振り返る｣などの過程をつなぐこ
とになる｡それぞれの過程の意味について述べ
る｡
(ア)自分の考えをもつ ･･･対象との対階.
自己との対括
舞教科の授業では,まず,自分の考えをもつ
過程を大切にしたい｡既習事項を活用しながら.
自分なりに考えた解決方法をかくのである｡
問題解決に向けて,数.鮎,図形を楳作観娯
する姿は対象との対話と考えられる｡対食と対
話する中で既習*項を想起するところは自己と
の対話と考えられる｡対象や自己と対話しなが
ら気付いたことや考えたことを吾輩,数,式,
図,毅.グラフ等を使って表現するのである｡
数,臥 図形を操作観察したり,既習事項を振
り返ったりしながら自分の考えをかく活動は,
対象や自己と対話しながら思考 ･喪現している
活動ととらえることができる｡
しかしながら,自分の考えをかく以前の清軌
にも注目する必要がある｡昇教科の第 1単年と
弟2学年の目標は,r具体物を用いた陪動などを
通して｣という言集から始まっている｡低学年
の欝数の授業では,数図ブロックや数え棒を手
で動かしながら学習する｡そのとき.どのよう
に動かしたかは口では鋭明せずに ｢こう動かし
たよ｡｣と具体物の動きで表現することがある｡
ピアジェは ｢児童の判断と推理｣の中で,子ど
もの富美には2種類あり,｢一つは,言葉にとも
なう,あるいは完全に言葉にとって代わる身振
り･運動 ･表情などからなることばであり,も
う一つは,もっぱら言葉からなる言語活動であ
る｡｣と述べている｡身体による表現活動も言葉
であると考えれば,数図ブロックや数え棒を手
で動かして示すことも言簡情動ととらえること
ができる｡子どもは言語悟動を通して,具体物
を用いた活動を内面化しているのではないだろ
うか｡
また,自分の考えをかく以前の活動には,か
き膏薬ではなく話し言葉を使う活動もある｡ピ
アジェは自己中心的ことばについて ｢子どもは,
声を出して考えているかのように,自分自身に
向かってしゃべっている｡かれは,決して誰か
に向けてしゃべっているのではない｡｣と述べて
いる｡子どもは何かの活動をしているとき,自
分の動作に二,三の発育をつけ加えることがあ
る.このような子どもの活動に伴 う話し言弟も
言語活動の一つととらえるべきであると考える｡
(イ)考えを伝え合い惜し合う･･.他者との
対括
自分なりの考えをもてたところで,言舌す ･聞
く活動を取り入れたい｡まず,2人組や少人数
のグループで説明し伝え合う活動を設定する.
この活動で,全員に表現する機会を設けること
ができるD他者と対話することを通して,自分
の考えを明確にしたり,友達の考えを理解した
り.考えを共有したりすることができると考え
る｡考えを理解 したり共有したりするためには,
T鋭明する｣という一方向の活動だけでは不十
分であるO双方向の活動にする必要がある｡そ
のためには,ペアやグループをつくることだけ
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を指示するのではなく.説明する活軸の目的を
育.#させたい｡例えば,r説明をILfIいたら,質問
を1つしよう｡｣｢自分の考えと比べて同じとこ
ろや違うところを見つけよう｡後から聞くよ｡｣
等の声かけをすることで,説明を聞いた後,表
現することを意識付けしたい｡
学級全体での話し合いは,よむ宿敵として位
I-.lI-1づけたい｡何をよむかというと,考えをよむ
のである｡考えの表現されたものとしての,言
葉,敬,衣,園,義,グラフをよむのであるO
考えをよむ際には,自分なりの判断や根拠に息
づいて評価しながら榊報をよみとる,というク
リティカル ･リー ディングの考えが大切になっ
てくる｡その考えはIliしいのか聞追いなのか,
納得できる考えなのか,を検討し,よい考えな
ら懲戒Lたり,自分の中に取り入れたりする膿
度が大切になる｡一人の考えをみんなで検討し
ながらみんなで共有することが人切だと考える｡
考えをよんで検討する際に,確かめたい視点
が3つある｡この3つの視点がそろえは,白ら
納得したり,他者を説得したりすることにつな
がる｡それは,r根拠があるか (根拠)｣｢筋道が
過っているか (筋道)｣r見て分かりやすいか (較
料'Jw7'あ毎 訂 っの視点
しかしながら,この3つの視点を備えた説明
を初めから子どもに期待することは難しい｡特
に低学年の子どt)は自己中心的なことばを使い.
ピアジェ卓､｢このことばは,何よりも+どもが
自分自身についてのみ語っているが故に,だが
上としては,かれが話し相手の観点にiLIとうと
試みることをしないが故に,自己中心的と呼ば
れる｣と述べている通りである｡相手を説得す
る,自分が納得する説明にみんなで練り上げる
必要がある｡その際,教師の支援が必激になっ
てくる｡｢付け足 しや質問はありませんか｡｣と
問いかけたり,意図的に ｢どうして～なのです
かO｣と根拠を問いかけたりすることが大切で｢〔
ないだろうか｡
考えを検討する際に,よりよい考えを見出す
観点もある｡簡潔性,明瞭性.一般作の観点で
ある.枚数の解決方は･がどれも正 しいことが分
かった時に,よりよい考えはどれか.という観
点で比将検討することがある｡その際には.｢節
崎かJ｢分かりやすいか｣｢いつでも使えるか｣
などの観点で検討できるよう促したいOどこが
簡単か,どうして分かりやすいか,条件が変わ
っても使える考えなのかを話し合 うことで,み
んなで徴矧的な処理のよさに気付くことができ
ると考える｡
また,禎数の解決方法がどれもTF.しいことが
分かった暗に,似ているところはどこか,とい
う視点で検討することがある｡典乱射二弟目さ
せることで,既習事項を活用するよさに気付く
ことができると考える｡
以上のように,,恩考する活動を充実させなが
ら,表現するfLIL動も充実させることに留音し,
言語柘動を充実させる必要があると考えるO実
際の授薬では,45分の時hl1=Jの中で行う必要があ
るので,どの言語括軌を充実させるのかを吟味
することが大切だと考える｡
(ウ)振り返る ･･･自己との対桔
授菜のまとめの段階で,学習を振り返る場面
がある｡ここでもかく活動を取り入れたい｡ 1
時間の学習を振り返り,分かったこと,できる
ようになったこと,これからさらにしてみたい
こと,友だちのよかったことでこれからまねし
てみたいことなどを視点としてノー トに文京を
かく桔軌であろ (もちろん,かく活動以前の話
す活鋤で振り返る場合もある｡
授菜のLIで0)R分の成長を振り返り.自覚し,
さらに次の学習-の意欲をもつ過程である｡こ
の過程は自己との対許の城面と考えることがで
きるa
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(3)r菖持活動｣を取り入れた授業例
考えをよむ活動を取り入れた授菜の実践例を
挙げる｡
①霊元名 4年 ｢式と計算の順じょ｣
②単元目棟
○ 式の扱いに関心をもち,( )を使って1つ
の式に表したり,具体に即して式をよみ取っ
たりしようとする｡ (関心 ･意欲 ･態度)
○ 式の意味を考え,具体に即して式の意味を
説明することができる｡ (数学的な考え方)
○ 敏n･の関係を ( )を使って 1つの式に表
すことができる｡また,( )を用いた式や四
則混合の式の計算が正しくできる｡ (技能)
○ ()を用いた式や四則混合の式の計算の
順序を理脈している｡ (知織 ･蝿解)
③授業場面について
｢式をよむJ授繋場面である｡下図のように
並んだ黒石と白石の数を求める問題場面である｡●●●
〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇
〇〇〇〇〇〇
図3 並んだ石の図
｢石の数は全部で何個でしょう｡Jという問題
にして.求め方をいろいろな式に表し.その式
について許し合う展開も考えられるO
しかしながら,｢いろいろな式に表す｣｢表し
た式について話し合う｣という2つの学習情動
が45分間に収まり切らないことがある｡
そこで,｢式をよむ｣ことにねらいを焦点化し
た授業が考えられる｡r式は算数の言葉｣と言わ
れる｡式と計算の意味を表す図を同時に提示し,
式をよんで,図をどうみたのかという考えをよ
みとったり,式は図のどの部分かを結びつけて
考えたりすることをねらいとしている｡
式をよんでどの図につながるかを判断し.そ
の根拠を説明するという思考力 ･表現力を育成
することが期待できる授薬である｡
④本時の目棟
いろいろな式と計昇の意味を表す凶をつなぎ.
その理由を説明することができる｡
⑤本時の農開
くア)自分の考えをもつ
図3を提示し,Tノ伝■は全部で何個あるかな.｣
と問いかけたO全員で30個であることを磯路し
たところで,問題 ｢黒石と白石を会わせた数を,
いろいろな考え方で求めましたDJを版指した｡
提示 したカー ドに書いた式と計節の意味を表
す図は次の通りである｡
16×2+3×6
2 (2+3)×6
③2×6+3×6
図4 提示した式と図
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｢どの式とどの図が線でつながるか分かるかな｡J
と問いかけると,｢分かります｡｣と答えたり,
うなずいたりする子どもが多かった｡そこで,
木崎の放題を ｢3つの式は,どの図を使って考
えたのか説明しよう｡｣と決めた｡
指導の工夫② ワークシ- 卜0)工夷
子どもに配布 したワークシー トには,図4の
挺示した式と図がかかれており,図の近くに選
んだ式をかき込む楓が設けられている (判断を
逝く)Oまた,その理由を8く欄が設けられてい
る (根拠を替く)0
子どもがワークシー トに式や理由を音字き込む
r恥こ,教師は机間指単で,｢矢印が分かりやすい
よ｡｣｢(かき込んだ式と図を)線でつないでいい
よ｡｣と助言をしていった｡子どもは 39名中ほ
ぼ全員が式をかき込むことができていたが,間
超えている了･どもi)数名いた｡半分以上の子ど
もが練で式と図をつないでいた｡
(イ)考えを伝え合い指し合う
まず, 16×2+3×6の式について,どの
周とつなげて考えたか,全体で話し合ったO
どの図とつながるか ｢分かった｣と挙手をし
た子どもは 39名ほぼ全員であったが,｢脱明で
きる｣と初めから挙手をした子どもは6名であ
った｡全体の場で説明することに苦手昔織をも
つ Jこどもが多いようであるU
指名された子どもは,図⑦を指さしながら,
cl｢巣と白に分けて別々に計辞しました｡ま
ず,熊石は,6個が2列あるから6×2で 12個
です｡次に,白右は6個が3列あるかL-)6×3
で I8個ですO最後に,合わせて,12+18-30
ですo｣と説明してきたO
次に,匝~(2+3)×可如 ｣の
式について,3人グループで話し合う活動を取
り入れた｡図を指さしながらの説明はできてい
た｡｢友だちの説明で分からないことがあったら
質問しよう｡｣と教師が呼びかけたが,ほとんど
質問し合う姿は見られなかった｡
全体での話し合いでは,｢ペア説明｣が行われ
た02人組で説明し,1人は図を指さし,もう
互砂こついては.rまず,黒石と白石を一緒にし
ました｡2+3-5です｡次に,5個が6列あ
るので,5×6で 30個になりました｡｣と I人
が説明し,もう1人が図を指さすことができたO
同じように,別のペアが32×6十3×6につ
いて.｢はじめに黒石の数を求めます｡2個が6
列あるから.2×6で 12個です｡次に,白石の
数を求めます03個が6列あるから,3×6で 18
個です｡舷後にたすと,12+18で30佃になり
ました｡｣と2人組で説明す･ユことができていたo
3つの式が榊と結びついたところで,教師が
｢考え方が似ている式はありますか｡｣と問いか
けたd子どもは,r①と③け熊石と白(lJを別々に
求めているところが同じです｡｣と発言 し,考え
の共iLB,軌,=気付くことができた｡
(ウ)振り返る
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本時の学習を振り返る際,教師が r今 日の学
習で分かったことを省きましょう｡｣と呼びかけ
た｡書いたことを発言するよう促すと.子ども
は,｢考え方が変わることで式が変わりますoJ
｢式が変わると考え方や図が変わります｡｣｢式
をよむと考え方が分かります｡｣などと発言して
きた｡
式をよんで考え方が分かるようになったこと,
式と図をつなげて説明することができたことを
称揚し,授業を終えた｡
⑥授業の考察
･指名された子どもC1の発言について
clの子どもは図と式をつなげた見解な鋭明
をしている｡ しかしながら,聞違えている子ど
も,理解が遅れがちな1'どもにとってはなかな
か説明についていけないのではないかと考えら
れるOそこで,｢まず｣の説明のところで途中で
止めたり,｢6×2は図のどこのことだったか
な｡｣と聞いている子どもに問いかけたりする支
援も必要だったと考える｡
･ノトグループで伝え合う視点について
｢分からないところがあったら質問しよう｡｣
より,｢Iと､ず 1つは質問しようO｣と呼びかける
方がよいと考える｡相手を問い詰めるのではな
く,相手の発言を確欝する意味である｡
･｢ペア鋭明Jについて
ユニークな説明の仕方だと考える｡発表する
2人が式と図のつながりを共有している必要が
ある｡
5 研究のまとめ
本研究では,｢言語活動｣を生かした算数の授
英改善の方向性について考えてきた｡
｢言語活動の充実｣のねらいは.子どもの数
学的な思考力 ･表現力の育成にあること,その
ため,｢言語活軌｣は単なる表現活動ではなく,
思考悟動と表現活動をつなぐ活動であることが
大切だと分かってきた｡
｢言語活動｣を生かした便共の実践例では,r式
をよむ｣授業場面を取り上げた｡式とつながる
図を判断し.その理由を説明する授業である｡
6つの指導の工夫を通して,言語活動を充実さ
せ,子どもの思考力 ･表現力を育成することを
ねらった｡子どもが式と図をつなげてそのわけ
を説明する表現活動はできていたと考えるが,
一人一人が説明する表現活動には深腰が残ったo
引き続き,子どもが言語活動に自信がもてるよ
うに支援する必要があると考える｡
岡山県の子どもたちの学力の向上が喫緊の課
塩である.詐欺の授共の中で,表層的な表現活
動を取り入れるだけでは学力の向上は期待でき
ない｡思考力と表現力をつなぐ言語活動を充実
させ,学力の向上を目指したい｡
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